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20 年前と比較し、名目 GDP はほぼ同じにもかかわらず、公債残高は約 500 兆円増加 
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先進主要国の実質長期金利（2000 年代(01-10)平均） 

先進国の金利は収束傾向にあるようにも見える 

（出典）OECD Economic Outlook 90 

（注１）実質長期金利は「長期国債金利－GDP デフレーター上昇率」として作成。 
（注２）日本の実質長期金利については、デフレの影響のため非負制約により高めの数値となっている。 
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